
ヤナギムシガレイ漁況予報 
（平成29年9月～翌6月） 

・平成29年9月～翌6月の漁獲量は、「前年並み」 

漁獲動向：前年並み 

・小型魚（１５cm未満）の漁獲割合が増加する。 

資源水準：中位 

補足説明 

新潟県水産海洋研究所 

平成29年9月 

担当：新潟県水産海洋研究所 海洋課  須藤     TEL  025-261-2044  FAX 025-261-0335 
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図2 稚魚調査結果（生年ごとの分布密度） 
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図1 漁獲量（８地区9月～翌6月） 

・漁獲量は豊漁であった平成26年をピークに半減し（図1）、平成20～22年 

 生まれのような高水準の稚魚発生もない（図2）ことから、資源水準は中位と 

 判断する。 

・漁獲の主体となる18cm以上の3～5歳（平成24～26年生まれ）の資源水準は、 

 前年（平成23～25年生まれ）と同程度であるため、漁獲量は前年並みと判断 

 する。 

8地区：山北・岩船、新潟、出雲崎、名立、筒石、能生、糸魚川 

5年平均160ｔ 

・平成31年漁期以降に漁獲の主体となる平成28年生まれは、高水準に回復。 

 これらは、今期15cm近くに成長して入網し始めるが、将来にわたってこの 

 資源を有効利用できるよう、獲り控えることが望ましい。 

・資源水準は、「中位」 


